
概要版

1
　大規模災害発生時における、廃棄物の迅速かつ適正な処理を行うため、「災害
廃棄物処理基本計画」を策定しました。

2
　地震、風水害その他の災害とします。なお、放射性廃棄物の処理は計画の対象と
しません。

3
　災害時は一度に多量の廃棄物が発生するため、生ごみなど腐りやすいごみや携帯
トイレのし尿などを優先的に処理し、次に自宅で生活を行うために出る片付けごみ
を仮置場に受け入れたのち、災害が原因で解体することになった家屋等（災害廃棄物）を
仮置場へ搬入し処理を行います。
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4
　災害時に発生するごみは「被災者の生活に伴って発生するごみ（生活ごみ）」と
「災害によって発生するごみ（災害廃棄物）」に分けられます。

Page.2



5
１.避難所ごみ・生活ごみの処理
　　発災後速やかに対応すべき廃棄物は、被災者の生活に伴う「避難所ごみ」と「し尿」です。
　避難所や家庭の衛生的な環境を確保するため、生ごみなど腐りやすいごみを優先して
3～4日後には収集を開始し、既存の処理施設に搬入します。
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２.し尿の処理
　　避難所や断水によってトイレが使用できなくなった被災者のために、マンホールトイレ
や仮設トイレなどを設置します。



　短期間で大量に発生する災害廃棄物は、処理施設において一度に処理をすることが
出来ません。このため、大量の災害廃棄物を生活圏から速やかに移動させ一時的に保管
するための「一次仮置場」と、災害の規模が大きい時に処理施設での処理が円滑に進む
よう集約して保管し、機械選別や再資源化を行うための「二次仮置場」を設置します。
　市民が自宅の片付けを行った際に排出される「片付けごみ」と、「被災現場」から撤去
された「災害廃棄物」の多くは、まず「一次仮置場」に運ばれ、分別し仮置きします。
その後「二次仮置場」に運搬・集約され、選別処理や再資源化が行った後、「廃棄物処理
施設（焼却施設や最終処分場など）」での処理・処分が行うとともに、再生利用を行います。
　災害廃棄物の処理は、被災現場で分別してから仮置場に搬入を行うことで、処理の
時間や費用を大きく短縮することができます。
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